
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

№
17
】 

 

紫
草
売
渡
始
末
書
之
事 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【
本
文
解
読
文
】 

 
 
 

「
上
刕
山
田
郡
桐
生
新
町 

清
水
屋
孝
蔵
同
人 

 

手
形
滞
一
件 

紫
根
賣
渡
始
末
書
之
事
」 

一 

去
ル
子
年
極
月
紫
根
拾
駄
両
ニ
五
乄
弐
百
目
買 

 
 

ニ
而
両
人
持
ニ
對
談
致
置
内
金
拾
五
両
也
請
取 

 
 

同
廿
三
日
引
合
之
荷
物
不
残
相
渡
し
其
節
幸
蔵
殿 

 
 

約
束
之
金
子
ハ
不
都
合
ニ
而
間
ニ
合
不
申
候
様 

申
之
只
今
月
廻
ニ
相
成
候
而
者
誠
ニ
難
渋 

仕
候
趣
度
々
掛
合
致
候
得
者
其
節
右 

同
人
申
候
義
ハ
両
ニ
五
乄
五
百
目
買
ニ
而
賣
切
ニ 

致
候
得
者
金
子
早
速
相
渡
し
可
申
と
掛
合
有
之 

月
廻
仕
候
事
故
金
子
差
支
ニ
付
無
是
悲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
當
地
取
引
致
候
紫
染
屋
江
賣
捌
候
相
場
ゟ 

両
ニ
三
百
目
除
も
下
直
ニ
賣
渡
し
其
節
之
仕
切 

 
 
 
 
 
 
 

〇
御
當
地
林
屋
仲
右
衛
門
殿
江 

書
判
故
ニ
取
置
外
〇
ニ
對
談
取
極
手
形
等
も 

有
之
候 

 
 
 
 
 

仕
切
書
之
写 

 
 
 
 
 
 
 

〆
弐
拾
九
俵 

一
紫
根
拾
駄 

目
方
改
〆
三
百
六
拾
五
乄
四
百
目 

 
 

此
代
金
六
拾
六
両 

 
 
 
 
 
 
 
 

壱
分
弐
朱
ト 

 
 
 

五
五
か
へ 

 
 
 
 

三
百
文 

 
 
 
 
 
 

内
金
四
拾
両 
 
 
 
 
 

弐
俵 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

壱
分
弐
朱
ト 

 
 

相
渡
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
文 

 
 
 
 
 
 

内
金
壱
両
ト 

 
 
 
 

駄
賃 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

二
百
文 

 
 
 

立
替 

 

 
 
 
 
 

以
上
〆
金
弐
拾
五
両
也 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

か
里 

 
 
 
 

子
極
月
廿
四
日 

 

清
水
屋 

 

仕
切 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
蔵 

判 

 
 
 
 
 
 

入
曽
村 

 
 
 
 
 
 
 

糸
屋
勘
蔵
殿 

 

 

右
之
金
子
御
當
地
林
屋
仲
右
衛
門
殿
江
渡
金
有
之
候
之
處 

 
 

両
三
人
立
會
之
上
為
替
取
極
手
形
請
取
置
候
事 

 
 
 
 

手
形
之
写 

 
 
 
 
 

為
替
手
形
之
事 

 
 

一
金
弐
拾
五
両
也 

 

 

右
之
通
川
越
入
曽
村
糸
屋
勘
蔵
殿
江
渡
金 

 
 

有
之
候
ニ
付
来
ル
正
月
卅
日
此
手
形
引
替
ニ 

 
 

無
相
違
相
渡
し
可
申
候
仍
而
如
件 

 
 
 
 

子 
 
 

七
日 

 
 
 
 
 

極
月
廿
二
日 

 
 
 

清
水
屋 

 

仕
切 

 
 
 
 
 
 

桐
生 

 
 
 
 
 
 
 

幸
蔵 

判 

 
 
 
 
 
 

宿 

林
屋
仲
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 

入
曽
村 

糸
屋
勘
蔵
殿 

 
 

右
之
通
對
談
取
極
置
候
處
只
今
相
成 

 
 

候
而
下
落
致
候
ハ
ゝ
預
り
物
杯
と
申
買
切
物
ニ
者 

 
 

一
切
無
之
と
申
募
私 （

我

ニ
々
ヵ
）

尓
お
為
て
難
渋 

 
 

至
極
ニ
奉
存
候
何
卒
以 

 
 
 
 
 

〇
引
合
之
為
替
手
形
之 

 
 

御
慈
非
〇
金
子
済
方
致
候
様
奉
願
上
候 

 
 
 
 
 

丑 

四
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
殿
御
領
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
刕
入
間
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
曽
村 

 
 
 
 
 
 
 

桐
生 

 
 
 
 

勘
蔵 

 
 
 
 
 
 
 

 

御
町
役
様 

 



【
本
文
読
み
下
し
文
】 

「
上
州
山
田
郡
桐
生
新
町 

清
水
屋
孝
蔵
同
人 

 

手
形
滞
り
一
件 

紫
根
売
り
渡
し
始
末
書
の
事
」 

一 

去
る
子
年
極
月
、
紫
根
十
駄
、
両
に(

つ
き)

五
乄
二
百
目
買
い 

 
 

に
て
両
人
持
に
対
談
い
た
し
置
き
、
内
金
十
五
両
な
り
請
け
取
り
、 

 
 

同
二
十
三
日
引
き
合
い
の
荷
物
残
ら
ず
相
渡
し
、
そ
の
節
幸
蔵
殿 

 
 

約
束
の
金
子
は
不
都
合
に
て
、
間
に
合
い
申
さ
ず
候
様 

こ
れ
を
申
し
、
只
今
、
月
廻
り
に
相
成
り
候
て
は
誠
に
難
渋 

仕
り
候
趣
、
た
び
た
び
掛
け
合
い
い
た
し
候
え
ば
、
そ
の
節
、
右 

同
人
申
し
候
義
は
、
両
に
五
乄
五
百
目
買
い
て
売
り
切
れ
に 

い
た
し
候
え
ば
、
金
子
早
速
相
渡
し
申
す
べ
き
と
掛
け
合
い
こ
れ
あ
り 

月
廻
り
つ
か
ま
つ
り
候
事
ゆ
え
、
金
子
差
し
支
え
に
付
、
是
非
無
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

御
当
地
取
り
引
き
い
た
し
候
、
紫
染
屋
へ
売
り
捌
き
候
相
場
よ
り 

両
に
三
百
目
除
く
も
下
値
に
売
り
渡
し
、
そ
の
節
の
仕
切
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〇
御
当
地
林
屋
仲
右
衛
門
殿
へ 

書
判
ゆ
え
に
取
り
置
き
外
に
〇
対
談
取
り
極
め
手
形
等
も 

こ
れ
あ
り
候 

 
 
 
 
 

仕
切
書
の
写 

 
 
 
 
 
 
 

〆
二
十
九
俵 

一
紫
根
十
駄 

目
方
改
〆
三
百
六
十
五
乄
四
百
目 

 
 

こ
の
代
金
六
十
六
両 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
分
二
朱
と 

 
 
 

五
五
か
へ 

 
 
 
 

三
百
文 

 
 
 
 
 
 

内
金
四
十
両 
 
 
 
 
 

二
俵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
分
二
朱
ト 

 
 

相
渡
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
文 

 
 
 
 
 
 

内
金
一
両
と 

 
 
 
 

駄
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
百
文 

 
 
 

立
替
え 

 

 
 
 
 
 

以
上
〆
金
二
十
五
両
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

か
り 

 
 
 
 

子
極
月
二
十
四
日 

 

清
水
屋 

 

仕
切 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幸
蔵 

判 

 
 
 
 
 
 

入
曽
村 

 
 
 
 
 
 
 

糸
屋
勘
蔵
殿 

 

 

右
の
金
子
御
当
地
林
屋
仲
右
衛
門
殿
へ
渡
し
金
こ
れ
あ
り
候
の
と
こ
ろ 

 
 

両
三
人
立
会
い
の
上
、
為
替
取
り
極
め
手
形
請
け
取
り
置
き
候
事 

 
 
 
 

手
形
の
写 

 
 
 
 
 

為
替
手
形
の
事 

 
 

一
金
二
十
五
両
な
り 

 

 

右
の
通
り
、
川
越
入
曽
村
糸
屋
勘
蔵
殿
へ
渡
し
金 

 
 

こ
れ
あ
り
候
に
付
、
来
る
正
月
三
十
日
、
こ
の
手
形
引
き
替
え
に 

 
 

相
違
な
く
相
渡
し
申
す
べ
く
候
、
よ
っ
て
件
の
如
し 

 
 
 
 

子 
 

 
 

七
日 

 
 
 
 
 

極
月
二
十
二
日 

 
 
 

清
水
屋 

 

仕
切 

 
 
 
 
 
 

桐
生 

 
 
 
 
 
 
 

幸
蔵 

 

判 

 
 
 
 
 
 

宿 

林
屋
仲
右
衛
門
殿 

 
 
 
 
 

入
曽
村 

糸
屋
勘
蔵
殿 

 
 

右
の
通
り
、
対
談
取
り
極
め
置
き
候
と
こ
ろ
、
只
今
、
相
成
り 

 
 

候
て
下
落
い
た
し
候
は
ば
、
預
り
物
な
ど
と
申
し
買
い
切
り
物
に
は 

 
 

一
切(

い
っ
さ
い)

こ
れ
な
く
と
申
し
募
り(

我
々
？)

に
お
い
て
難
渋 

 
 

至
極
に
存
じ
奉
り
候
、
何
卒(

な
に
と
ぞ) 

 
 
 
 
 

〇
引
き
合
い
の
為
替
手
形
の 

 
 

御
慈
悲
〇
金
子
済
し
方
い
た
し
候
様
、
願
い
上
げ
奉
り
候 

 
 
 
 
 

丑 

四
月
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
殿
御
領
知 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
州
入
間
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入
曽
村 

 
 
 
 
 
 
 

桐
生 

 
 
 
 

勘
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
町
役
様 

 



【
解
説
】 

 
今
回
も
、
未
読
の
ま
ま
出
題
に
及
び
ま
し
た
。
こ
と
に
き
っ
か
け
は
、
前
回
の
【
用
語
解
説
】

で
岩
機
様(
い
わ
き
さ
ま)

の
文
字
が
不
読
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
頭
に

残
っ
て
い
ま
し
た
。
か
な
り
考
え
て
の
結
果
、
岩
に
続
く
文
字
が
さ
ま
よ
い
続
け
、
今
回
、「
紫

根
」
に
遭
遇
し
、
こ
の
「
根
」
か
と
思
い
、
岩
根
も
あ
る
な
と
疑
心
暗
鬼
。
岩
瀬
・
岩
佐
・
岩

手
・
岩
名
と
列
挙
し
た
も
の
の
、
力
不
足
は
隠
し
き
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
一
通
り
の
解
釈
と

意
味
は
理
解
し
ま
し
た
の
で
、
世
に
問
う
こ
と
と
し
ま
し
た(

苦
笑)

。 

さ
て
今
回
の
文
書
で
す
が
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
日
付
け
の
み
の
文
書
の
判
定
は

難
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
江
戸(

近
世)
か
明
治(

近
代)

か
、
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
干
支(

え

と)

が
「
子
」
と
「
丑
」
が
解
る
の
で
年
表
か
ら
「
子
」
は
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
か
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）。「
丑
」
は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
か
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）。
そ
の

こ
ろ
書
か
れ
た
文
書
で
す
。
目
安
と
な
る
の
が
貨
幣
の
切
り
替
え
で
明
治
四
年
（
一
八
七
一)

で
新
円
切
り
替
え
が
目
安
で
す
が
、
こ
れ
と
て
も
地
方
へ
の
徹
底
ま
で
に
は
時
間
を
要
し
ま

し
た
。 

 

大
意
は
、「
手
形
の
ひ
と
悶
着(

も
ん
ち
ゃ
く)

」
で
、
文
中
の
清
水
屋
の
対
応
に
苦
慮
し
た

生
産
者(

売
り
人)

の
糸
屋
勘
蔵(

武
州
入
曽
村
住)

が
桐
生
の
町
方
に
訴
状
を
出
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
の
文
面
か
ら
桐
生
の
商
人
と
今
日
で
言
う
埼
玉
県
の
入
曽
村
と
の
取
引
状
況
が

垣
間
見
ら
れ
ま
す
。 

 

売
り
手
は
値
引
き
の
上
、
さ
ら
に
支
払
い
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り(

糸)

相
場
の
損
害
を
受

け
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
書
状
の
文
字
の
難
解
な
と
こ
ろ
は
、
中
ほ
ど
の
総
〆
の
と
こ
ろ
で
、
以
前
、
同
僚
が
見

つ
け
出
し
た
の
で
す
が
、「
以
上
」
と
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
発
想
の
転
換
で
し
た
。

普
通
、
以
上
は
文
末
に
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
文
意
か
ら
妥
当

性
が
見
い
だ
せ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
今
回
は
「
對
談
」
で
す
が
、
二
回
ほ
ど
繰
り
返
し
て
み
た
ら
判
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
名
は
人
名
と
同
様
、
現
地
の
人
は
分
か
る
の
で
す
が
、
部
外
者
で
す
と
読
め
ま
せ
ん
。「
入

間
」
は
最
初
、「
會
津
」
の
「
会
」
と
読
み
、
文
意
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

文
間
の
〇
印
は
左
横
へ
流
れ
る
～
〇
の
箇
所
へ
の
挿
入
文
で
、
こ
の
事
は
ご
存
知
か
と
思

い
ま
す
。 

な
お
、「
私
ニ
尓
お
ゐ
て
」
は
「
我
々
に
お
い
て
」
と
解
し
ま
し
た
。 

今
回
は
比
較
的
読
み
や
す
い
も
の
で
し
た
が
、
苦
戦
し
ま
し
た
。
三
百
文
と
二
俵
は
文
意
の
流



れ
か
ら
読
み
、
そ
の
後
、
メ
モ
紙
に
て
計
算
し
三
百
と
割
り
出
し
ま
し
た
。
二
俵
は
疑
問
の
ま

ま
で
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

判
読
し
づ
ら
い
文
字
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
い
ず
れ
も
前
後
の
文
意
の
流
れ
か
ら
判
断
し

た
用
語
で
す
が
、
補
い
ま
し
た
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

 

【
月
】
か
【
目
】
か
、【
御
】
と
【
渡
】。
前
回
同
様
、
心
も
と
な
い
解
説
で
失
礼
し
ま
す(

笑)

。 

古
文
書
学
習
は
、
現
時
点
で
苦
戦
し
て
も
、
将
来
的
に
、「
あ
っ
、
あ
の
文
字
だ
」
と
分
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
時
間
を
置
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

【
用
語
解
説
】 

＊
紫
根(

し
こ
ん)

…
「
む
ら
さ
き
」
の
根
。
薬
用
に
用
い
ら
れ
た
。
主
に
解
毒
剤
。
ま
た
染
物

に
も
利
用
さ
れ
た
。 

＊
始
末(

し
ま
つ)

…
こ
の
場
合
、
事
の
始
終
。
顛
末(

て
ん
ま
つ) 

＊
匁
、
目(

も
ん
め)

…
銀(

貨)

の
単
位
で
通
常
、
貫
目(

か
ん
め)
・
匁(

も
ん
め)

・
分(

ふ
ん)

・

厘(

り
ん)

と
重
さ
が
あ
り
、
一
貫
目
は
一
〇
〇
〇
匁
。
一
匁
は
一
〇
分
。
一
分
は
一
〇
厘
。
一

厘
は
一
〇
毛(

も
う)

。
匁
は
端
数
が
生
じ
る
場
合
に
使
用
し
、
目
は
割
り
切
れ
る
場
合
に
使
う
。 

＊
五
五
か
へ(

ご
ご
か
え)

…
金
と
銀(

秤
量
貨
幣
で
重
さ
で
流
通
し
て
い
た)
の
交
換
比
率
で

通
常
、
庶
民
の
使
用
通
貨
で
あ
る
銭(

銅
貨)

と
の
相
場
で
、
こ
の
時
は
、
壱
両
は
五
五
〇
〇
文
。

銀
で
は
六
〇
匁
。
銀
は
江
戸
期
を
通
し
て
、
変
動
は
す
く
な
か
っ
た
が
、
銭
は
最
終
的
に
は
一

万
二
〇
〇
〇
文
に
達
し
て
い
く
。
六
〇
〇
〇
文
の
時
が
長
か
っ
た
。 

清
水
屋
幸
蔵
…
本
文
書
出
し
に
孝
蔵
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
社
会
で
は
、
一
般
的
に
読
み

で
通
用
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
間
違
い
表
記
で
、
読
み
は
「
こ
う
ぞ
う
」。
清
水
屋
と
名
乗
る

の
は
、
山
田
郡
境
野
村(

殿
林)

に
清
水
屋
が
酒
造
り
を
営
業
し
て
お
り
、
新
町
に
出
店
を
構
え

た
と
も
言
わ
れ
る
。
近
江
商
人
の
流
れ
で
、
当
主
市
左
衛
門
の
関
係
者
か
？
ち
な
み
に
寛
政
五

年
（
一
七
九
三
）
二
月
の
「
酒
屋
仲
間
連
名
帳
」
に
よ
れ
ば
、
当
地
に
お
い
て
は
、
二
十
二
軒

の
名
前
が
見
出
せ
る
。 引

用
は
、『
桐
生
市
史(

上
巻)

』『
広
辞
苑(

第
六
版)

』
他 


